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交流に重点を置いた授業のあり芳
一 小学校国語科を中心として 一
学習開発コース (09220901) 相 滞 明 菜
本研究は,今軌 小学校学習指導要領解説国語編に新たに取り入れられた ｢交流｣とい
う言葉に注目し,交流に重点を置いた授業はどうあるべきなのかを明らかにすることを冒
的とした｡先行研究では,交流は人と人とのかかわりを生み,子どもが学習するうえで不
可欠なものであることが明らかとなった｡ また,複数の参観や実践した授業をもとに,交
流に関する授業のあるべき姿について考察することができた｡
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1 問題の所在と方法
(1)学習指導要領改訂
平成 23年度から完全実施の小学校学習指導要
領の基本的なねらいの1つに ｢知識 ｡技能の習得
と思考力 ｡判断力 ｡表現力等の育成のバランスを
重視すること｣が挙げられている｡平成20年1月
の中央教育審議会 ｢幼稚園,小学校,中学晩 高
等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善
について (答申)｣には次のような記述がある｡
知識 ｡技能の活用など思考力 ｡判断力 ｡表現力
等をはぐくむためには,例えば,以下のような学
習活動が重要であると考えた｡このような活動を
各教科において行うことが,思考力 ｡判断力 ｡表
現力等の育成にとって不可欠である｡
① 体験から感じ取ったことを表現する
② 事実を正確に理解し伝達する
③ 概念｡法則｡意図などを解釈し,説明したり活
用したりする
④ 情報を分析 ｡評価し,論述する
⑤ 課題について,構想を立て実践し,評価｡改善
する
⑥ 互いの考えを伝え合い,自らの考えや集団の考
えを発展させる
これらの学習活動の基盤となるものは,広い意
味での言語だ｡例示されたような言語活動によっ
て子どもたちの言語に関する能力は高められ,思
考力 ｡判断力 ｡表現力等の育成が効果的に図られ
る｡思考力 ｡判断力 ｡表現力等の育成を国語科が
中心となってする必要性がある｡ さらに国語科の
学習指導要領改善の基本方針として,次のような
具体的事項が示されている｡ ｢『話すこと｡聞く
こと』, 『書くこと』及び 『読むこと』の各領域
では,日常生活に必要とされる対話,記録,報告,
要約,説呪 感想などの言語活動を行う能力を確
実に身に付けることができるよう,継続的に指導
することとし,課題に応じて必要な文章や資料等
を取り上げ,基礎的 ｡基本的な知識 ｡技能を活用
し,相互に思考を深めたりまとめたりしながら解
決していく能力の育成を重視する｡｣
これらに基づいて改訂された小学校学習指導要
領国語科に新しく取り入れられたものの1つが交
流に関する指導事項である｡交流は,3領域の中
の ｢書くこと｣と ｢読むこと｣領域において指導
事項として示されている｡
表1.各学年における ｢書くこと｣の指導事項
第1学年及び 第3学年及び 第5学年及び
第2学年 第4学年 第6学年
交 オ 書いたも カ 書いたも カ 書いた
派に q)を読み合い, のを発表 し合 ものを発表
関する よいところを い,書き手の考 し合い,表現見付けて感想 えの明確 さな の仕方に着
描導 を伝え合 うこ どについて意 目して助言
このように交流が指導事項として明確に記さ
れたのは,国語科の改善の基本方針にあるように,
実生活で生きてはたらき,各教科等の学習の基本
ともなる国語の能力を身に付けるうえで必要だか
らである｡学習指導要領が最終的な目標とする｢生
きる力｣ を育成するうえで,中央教育審議会議会
(2008)は,自分に自信がもてず,自らの将来や
人間関係に不安を抱えているといった子どもたち
の現状を踏まえると,コミュニケーションや感性
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表2.各学年における ｢読むこと｣の指導事項
第1学年及び 第3学年及び 第5学年及び
第2学年 第4学年 第6学年
交 自 エ (省略) エ (省略) オ 本や文流 分 オ 文章の オ 文章を読
に の関 考す え 内容 と自分 んで考えたこ 章を読んでの経験 とを とを発表 し合 考えたこと
る の指 形導 成 結びつけて, い,一人一人の を発表 し合自分の思い 感 じ方につい い,自分の考
事 及項 び や考えをま て違いのある えを広げたとめ,発表し ことに気付 く り深めた り
･情緒,知的活動の基盤である国語をはじめとし
た言語の能力の重視や体験活動の充実を図ること
により,子どもたちに,他者,社会,自然 ･環境
とのかかわりの中で,これらと共に生きる自分-
の自信をもたせる必要があるとしている｡学習と
生活の両面で,子どもたちの ｢生きる力｣を育成
するために社会生活においてのかかわり合いの必
要性が高まっているのだ｡つまり,交流は新学習
指導要領の趣旨が端的に表れている部分とも言え
る｡そこで,これらを踏まえ,人と人とのかかわ
りを大切にし,その上で小学校国語科において,
交流に関するどのような授業が子どもたちにとっ
て有意義なものとなるのかを研究することとする｡
(2)研究の方法
交流に関する指導事項は｢書くこと｣｢読むこと｣
2つの領域に設けられているが,今回は ｢読むこ
と｣領域を中心に研究を進めていくこととする｡
本研究は,小学校学習指導要領や様々な関係する
先行研究をもとに,参観した授業と実践した授業
の分析 ･考察などを行い進めたものである｡
2 先行研究の検討
(1)交流の意義
A.F.ガ-トン (2008)は学習について,子ども
を中心において発達や変化を説明する場合,学習
には人とのやりとりによって成立するところがあ
ることを暗示しており,学習とは他人と関わるこ
とであると述べている｡ロゴフ (1998)は,発達
と学習の特徴のうちの1つとして｢知識の発達は,
共有された活動に参加することに由来する｡その
ため,知識は固定的なものではなく,人とのやり
とりを通して認知的変容が生じた結果,生まれて
くるものである｡理解や知識の成長や知識の有効
利用は力動的であり,他の人と共同で参加したり
仲間に入ったりして変化が生じた場合に,その人
とのやりとりの中で生まれるもの｣ということを
挙げている｡頭の中に変化を生じさせる人と人と
のやりとりは,理解を促したり知識を増やしたり
発展させたりするものであるため,学習すること
において必要不可欠であるのだ｡
また,クルーガー (1992,1993)は,大人と子ど
ものやりとりを比較し,大人とのやりとりよりも
子ども同士でやりとりをした後のほうが,より洗
練された道徳的推論を発揮したと報告している｡
子ども同士のやりとりではより意欲的に学習-敬
り組み,人としてのあり方等の事柄を論理的に思
考するようになるのだ｡
思考と責任の共有を促進し,子どもは思考した
り,問題解決スキルを習得したり,対人関係的な
理解を発達させたりすることを学習する｡それら
はいずれも認知発達には欠かすことができないも
のなのである (ロゴス 1998)｡ A.F.ガ-トンが思
考-認知,認知発達を一般には知覚,語 ,記憶,
推論,問題解決,学習を含む包括的な表現,と説
明していることを踏まえると,やはり学習のなか
に人とのやりとりを重視する,交流に関する指導
はとても有意義なものであることが分かる｡
ガ-トンは 心`の理論'を人の心理的な状態に
関する知識,とし,人間の心理を理解するときの
常識であり,自己や他者の信念,欲求,思考に中
心的な役割を与えるものであると述べている｡そ
して子どもたちが他者の心を理解する際にきわめ
て重要な手段の一つが,コミュニケーションとい
う手段を通してであるという ｡ やりとりはコミュ
ニケーションと同義であることが分かる｡その,
子どもの 心`の理論'について,カーペンディル ･
ルイス (2004)は,人とのやりとりを通して発達
し,そのやりとりによって思考や信念の理解が作
り上げられるのである,と主張している｡コミュ
ニケーションをとることで人は自らの知識や理解,
思考が高まるだけでなく,相手を意識することで
他者理解の力も育成されるのである｡
人とのやりとりを通じて相互の子どもの思考の
発達を引き起こす社会的プロセスは,参加者が互
いの考えや意見を絡み合わせながらディスカッシ
ョンや推論をし合うことである｡考えや意見を絡
み合わせるディスカッションとは,｢自分の推論が
パートナーの推論に影響を与えたり,自分自身の
考えをもっと明確にしたりする場｣として定義さ
れている (クルーガー･トマッセロ,1986)｡つま
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り,思考力を育成させるやりとりは,相手の考え
や意見をもとにして自分自身で考え直してみたり,
逆に自分の意見が,相手の考え直しのきっかけに
なったりするものであるのだ｡
(2)思考力の育成
これまでの先行研究をみると,思考という言葉
が多く使われていることに気づく｡思考力は,新
学習指導要領において判断力 ｡表現力と共に重要
視されている力でもある｡そこで,思考 (力)に
ついての検討も行うこととする｡今回は授業づく
りを行う上での実践的な内容のものを検討の対象
とした｡小学校学習指導要領解説国語編によると,
｢思考力-とは,言葉を手掛かりとしながら論理
的に思考する力｣とある｡
水戸部 (2009)は,｢思考力と一口に言っても,
その内実は多様であり,各教科等の固有のねらい
に応じて,また子どもたちの発達段階に応じて具
体的に規定していく必要があるが,それを育成す
るためには,言語活動の充実が重要なポイントと
なる｡｣と述べている｡指導事項の交流についてだ
けでなく,言語活動としての交流活動についても
検討していくこととした｡交流活動において筆者
は,つながりが重要だと考えてきた｡山本 (2009)
は,つなげることによって比較や追加,反対など,
相手との関係性の中で新たな意見を紡ぎ出してい
く即時的な思考が求められる,と言っている｡鈴
木 (2010)によると,つなぐとは,他人だけでは
なく,｢過去の自分と今の自分｣｢教材と自分｣｢他
者と自分｣をつなぐことでもあり,｢聴いて考えて
つなぐ｣ とは,チビもたちが自分の考えをもち,
友達の考えにきちんと耳を傾け,互いに聴き合い,
それらを比べたりまとめたりしながら自分の考え
を深めつなげていくことであると述べている｡先
行研究で,つながることの大切さを確誰できた｡
高木 (2010)は,授業の始めにまず,その時点
での自分なりの考えを学習者自身が持っことが重
要で,この段階の自分なりの考えが授業という他
者が介在する場を通して,自己相対化を行い,自
分自身の考え方や見方をメタ認知することにより,
自己の思考力 ｡判断力 ｡表現力をより高次なもの
にできると述べている｡思考力を発達させるにも,
交流の授業,交流活動を有意義なものにするため
にも,自分なりに考えるという学習は重要である｡
(3)授業での交流
｢読むこと｣領域の授業の交流について次のよ
うな記述がある｡｢常に正解の解釈を1つしか認め
ないならば,互いの読みを交流する価値はなくな
ってしまう｡｣｢1人で黙々と読むだけではなくて,
他者と読みを交流することで,より正確な読みに
向かうことも可能である｡｣(水戸部 2010)この
2つは一見対立したものに思える｡しかし,どち
らも交流する意義である｡前者は例えば文学的文
章などにおいて,解釈の可能性が多様に存在する
場合に当てはまる｡友だちの解釈を聞いて,自分
のと比べたりしながら様々な読み方を知る｡これ
ぞ文学的文章を読む楽しさと言える｡後者は 正`
確'とい う言葉から,何らかの目的を達成する,
とい う課題意識を持って読みを行っていることが
考えられる｡共通の目的を持って文章等を読んで
いる中で,友だちと読みを交流することによって
自分だけでは考えつかなかった問題解決のための
手段が見つかるかもしれない｡そんな可能性をこ
こには含んでいる｡単に交流と言っても,読みの
目的によって活動の意義が変わってくるのだ｡
授業中の教師の発言についても記述されている｡
｢発問や指示には多様な機能があるが,中心的な
働きとして,学習者の思考を促し,新たな気付き
を生んだり,表現や理解の深まりの手がかりとな
ったりするということが挙げられる｡
優れた授業においては,発問や指示に例えば次
のような特徴が見られる｡
｡授業のねらいにぴったり合い,どんな能力を問
いたいのかが明確である｡
｡何のためにそうするのかが,学習者にとっても
明確である｡
｡何を,どうするのか,学習者に具体的に示され
ている｡
｡発問や指示のきめ細かさが,学習者の実態に応
じて考慮されている｡
｡考える手がかりや,表現したり理解したりする
際の基盤となる知識が,学習者にとって過不足
なく提示されている｡｣(水戸部 2009)
ここに書かれてある特徴を持った発間や指示は,
授業や単元において,子どもたちにつけたい力を
明確に持って授業をしている際にしか出来ないも
のである｡交流に関する指導をする際にも,きち
んとしたビジョンを持っ必要がある｡
更に,山本 (2010)は,考えた意見を出し合い,
｢どれが正解かということを見極めていく授業｣
から,｢未熟な意見を出し合い,その過程で何かが
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新しく生まれてくる授業｣に変化していくべきで,
そのような経験が話し合う意欲の契機となり,大
人になっても他人と意見を交わす意思を持ち続け
ることに繋がると述べ,教師だけが意識する指導
内容として2点挙げている｡
･誰かの投げた石を受け止め,それをはっきりさ
せる過程には,多くの人の知恵と時間が必要だ
とい うこと｡
･言葉は不完全なものであり,多くの人と言葉を
紡ぎ出す過程で,言葉にできない何かが見え,
理解が進むこと｡
ここで注目したいのは,｢大人になっても｣という
記述である｡授業において交流の力が付いたかど
うかだけにとどまらず,その先を見据え,子ども
たちが社会に出た際にももっていて欲しい,他人
とかかわろうとする力をつけようとしている｡教
師には,授業の充実はもちろん,子どもたちが社
会に出て行く将来のことも併せて意識し授業づく
りに取り組むことも求められている｡
国語科の目標に ｢伝え合う力を高める｣という
言葉がある｡花田 (2010)は ｢伝え合う力｣を ｢人
(自分)と人 (他者)との関係の中において,お
互いの立場や考えを尊重しながら,相手や目的や
場面や状況に応じて,適切に言語を運用する力の
ことである｡ いわゆるコミュニケーション能力で
あり,相互交流能力である｡｣と言っている｡目標
を達成するために,国語の交流に関する指導は重
視されるべきである｡その伝え合う力が身につい
ていない状況を踏まえ野口 (2010)は,伝え合う
力が乏しい-相手の立場や事情を頭に入れていな
い状態で,次のような思いが欠損しているという｡
･聞こえているだろうれ 聞き易い声量だろうか｡
分かっているだろうか｡
･分かって貰いたい｡伝えたい｡受けとめて欲し
い ｡
･分かりにくかったら質問して欲しい｡
これらの思いはすべて,相手-の愛や心遣いの表
れだと論じている｡交流に重点を置いた授業をす
る際は,子どもの思いに寄り添い,上記のような
思いが生まれるような授業を行うことも大切だ｡
3 実践と結果
(1)授業を参観して
これまで参観したいくつかの授業から2つ,国
語科の授業を取り上げて検討していく｡
･授業1
この授業は2010年10月22日に山形県内B中学
校で3年生 (計39名)を対象にして行われた｡｢ウ
ミガメと少年｣と 『戦争童話集』の作品を比べて
読み,共通点を探り,そこに込められた作者の思
いや自分の考えを読書会で交流することをねらい
としている｡前時で自分が選択した本と ｢ウミガ
メと少年｣の共通点をプリントに書き込んでおり,
本時は作者が伝えたいことや読書会で話したいこ
とを考えながら,プリントに気になる共通点と理
由を書き込む時間が読書会の前に設けられた｡
麺 2作品の共通点を探り,そこから深く伝わっ
てきた作者の思いを話題に読書会をしよう｡
(某グループの読書会の様子)
S4 どっちも回想シーンがある｡
S5 そしてどっちも8/15で死の描写が生々しくない｡
S6 どちらも戦争前と戦争中で,主人公が男の子?
S7 どの作品も何かを守ろうと頑張る｡
S6 何かを守って,自分を犠牲にする｡
S4 特に気になった部分は?
S5 どちらの作品も最後は死んでしまう｡
S4 どっちも8/15って2回出てくるから,重要なこと
を意味しているんじゃないか｡
S5 なんで死ぬ時の表わし方が幸せそうに描かれてい
るんだろう?
S4 普通は物語の経過に添って書かれているんだけど
回想してるってことは,何か意味があるのかな?
S6 最終的に主人公とかお母さんは,自分の身を犠牲に
してまで守っている｡
(Tが介入して)なんでそんな終わり方に作者はしたん
だと思う?その辺もうちょっと考えてみて｡
Sたち なんで?･-
S5 大抵の主人公は地位の低い兵士でしょ｡地位の低い
兵士じゃなきや伝えられないメッセージとかあっ
たんじゃないのかな?
S6 今までの意見で記録するか?
『ウミガメと少年』はカメの卵を守る｡もう片方は
子どもを,自分を犠牲にして守る｡
S4 紙に書く内容って今までの話で気になったこと?
S5 死ぬ時の表わし方が幸せで気になった｡
S4 私は,守りながら生きている場面が気になった｡
S6 何で気になった?どこの部分から気になるのか?
S5 舞`い踊る'っていう部分からは,楽しいイメージ
があるから｡
(プリント書き込み:共通点で話題に出されたことは?)
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｡なぜ死ぬ時の表わし方が幸せそうなのか｡
･なぜどちらも主人公が何かを守りながら死んでしまう
のか｡
S4 守ったんだけど,空腹感に負けて食べちやった｡
S6 ウミガメは守りきれてないよ｡
S7 守るためにがんばった｡
Sたち うん｡
S5 なぜ幸せそうなのか?
S4 戦時中がすごく辛かった｡あんな思いをするなら死
んだ方がましだってこと?
S5 お母さんが来てくれてうれしかった｡死んだ方が楽
だった｡とか｡
S6 なぜそこまで守ったのか? ウミガメが,戦時中に
もかかわらず,卵を守ってあげたから不思議｡
Sたち なんでだ?
S6 あたしも食べちゃいそう｡
S5 人間的にはつらいよね｡
S4 ウミガメの方が弱い?
(プリント書き込み)｢死の表現を幸せそうにすること
で,戦時中に生きていくことの- ｡｣
授業後に,抽出した4名の生徒に行われたイン
タビューの内容が次の部分である｡
《どんなことを学んだか)
S8｢自分とは違う意見を持った人の話を聞いて,あ,こ
んなこと思ってるんだ-これから他の人の意見を
聞いていかなきゃと思った｡｣
S9｢どちらの作品も大切な人が亡くなってしまい,1人
ばっちになってしまう｡最後には食べ物がとれず,
1人ばっちになってしまう｡支えてくれる人が大切
だと思った｡家族と進路でもめたりしているけど,
支えあっていきたいと思った｡｣
slO｢分からないことを教えてあげたり教えてもらった
り,意見の同じ人同士で話し合い出来てよかった｡
これからは違う意見の人とも話し合いをしたい｡｣
sl ｢主人公の周りの人が次々と死んでって,-戦争の
悲しさを学んだ｡また,家族や大事な人の大切さを
学んだ｡｣
《読書会でいいな,と思うこと｡苦労したこと)
S8｢色んな人の意見を聞けたり,読書会が盛り上がった
りしたところが良かった｡｣
S9｢本を読む,相手に伝える,ということが苦手だけど,
その良さを知った｡どうやったら相
手に伝わるのだろう,と苦労した｡内容のまとめ
方が難しかった｡｣
SIO｢1回目より2回目,2回目より3回目と,回を重ね
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るごとに内容がよくなっていったので良かった｡
作品の内容をしっかり把握していないと他の人に
も迷惑をかけるし,ダメだと思った｡｣
sl ｢正直本は嫌い｡目だけで読んでいたらついていけ
なくて苦労した｡1文1文を大切に読んでいたらみ
んなと話しが上手くいくことができて良かった｣｡
｡授業2
これは2010年6月 15日に山形市内A小学校 3
年生 (計21名)に行われた授業記録の中から教師
の発言を抽出したものだ｡詩に表現されている場
面の様子を想像しながら群読する授業内容である｡
T 昨日まで何してたんだっけ?
C この詩が秋か夏か話し合ってた｡
T それを解決しないと何かマズイことあるの?
C うん｡
T んじゃ,解決しないと｡
(中略)
T 2人の考えで進められると思う? もっと聞きたい
でしょ?
(中略)
T このままじゃ決められないよ｡夏だと思う人? 釈
だって思ってる人? 挙げてない人は迷ってるっ
てこと?迷ってるんならその迷いを言って欲しい
し,夏だなって言う人はどこで夏だと思ってるの?
(中略)
C ボクは何で秋にしたかっていうと,秋の夕日もあっ
たかいから,秋も夏に似てるから,あまり暑すぎて
もだから,少し涼しい感じで,だから秋にしました｡
T 涼しい感じってどっから分かった?この辺から涼し
い感じがするよ,つていうの教えて｡
C 沈黙
T なんて言えばいいの? 周りの人助けてあげなよ｡
自分の言葉で言ってみな｡
(中略)
Tそれを聞いてどう思った?今聞いて,しゃべって,
色々出たけど,今,どう感じている?自分が言った
ことだけじゃなくて,友達のも聞いて,思ったこと
言ってみて｡
C ボクはやっぱり,Yちゃんの意見を聞いて,夏がい
いと思ったんだけど,なぜかというと,太陽ってい
うヤツで,夏っていったら太陽がギラギラしてて,
その太陽って元気が出て,夏っていうイメージだか
ら,夏だと思いました｡
(中略)
T決まった?どつち?
C 夏｡
T この後どうする?
C 練習したい｡
T よし,んじゃ,スタート｡(グループ毎練習｡)
(某グルーフり
動きとして背中を押すかおさないかでもめる｡
T こっちの聞いてみて｡
同じ詩の別のグループのところに行かせる｡
C はっきり大きい声で言っていて良かった｡
C 夏っぼくギラギラしてた｡
T こっちの聞いてみて｡
そのグループに発表を聞かせる｡
C なんか,(夏なのに)秋っぽい｡涼しそうに聞こえる｡
T どうすればいい?
T(全体に向けて)今日,こんなこと気づいた,できる
ようになったってことある?
C この班では,最後が段々大きくさせたいんだけど,
同じだったことに気づきました｡
T 今の聞いてどう?
C 私達も,ガタ凹になってるから,直したい｡
T 次は何をしていきたい?
(中略)
C 先にアドバイスもらって,練習したい｡
T んじゃ,次の時間そうしましょう｡
(2)実践した授業より
小学校で行った2つの国語科授業について記す｡
･実践1
1つ目は山形市内A小学校6年生 (計38名)を
対象に2009年 11月30日～12月4日に行ったも
ので,単元の流れは次の通りである｡
時間 ○ねらい .主な学習活動
1.2 ○自分の幸せについて考え,本を読むための課題
意識を持つことができるo
･自分が幸せなのはどんな時か思い返し,書くo
･『ちいさな こだまぼっこ』の教師の範読を聞くo
3 ○物語を読み,登場人物の気持ちや様子を想像し
～ ながら,伝わってくる幸せを感じとることがで
7 きる○
･物語 『たんばぽ色のリボン』を聞くo
･どのように読むと幸せを感じられるか考えるo
･選んだ物語を読んで感じ取った "幸せ'を自分
なりに考えるo
･同じ本を読んでいる友だちと感じた幸せについ
て交流するo
8 ○自分が本を読んで感じた幸せについて,みんな
に伝えるためにまとめることができるo
･みんなに分かりやすく伝えるためにはどうまと
めたら良いか考え話し合うo
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9 〇本を読んで感じた幸せについて友だちと交流
することで自分の考えを深めることができる○
･交流をする目的を全体で確認するo
･物語を読んで感じた幸せについて交流するo
次にあるのが9時間目の授業記録である｡交流し
て自分たちがなりたい姿について,導入部分で話
し合った｡その時の3人の発言を抽出した｡教師
の｢交流したら満足?交流してどうなればいい?｣
という問い かけ-の反応である｡
T.Y ぼくは,交流して色々な人の意見を合わせて,結
局本の中の幸せってどういうことなのかってい
うのを出すといいと思う｡
H.S T君が言ったのもそうだけど,全く違う意見の人
もいるから,自分はこうだって考えて1つにしぼ
るのではなく,自分はこうだけど他の人はどうだ
ったか,色んな意見があると思うから出し合って
深めるといい｡
A.H 自分と同じ意見も,違う意見も,自分はこう感じ
て,あたしだったらこう感じて,つて考えて,こ
の本だったらどうかな?今までは感じなかった
けど,この本は?って｡ 幸せを感じるポイント
が分かったから,今度からはどんどん色んな本を
見つけて,エンドレスっていうか-･｡
･実践2
2つ目は,2010年11月16日～18日に山形市内
C小学校第2学年 (計37名)を対象とした授業で
ある｡ 単元の流れは次表の通り｡
時間 ○ねらい .学習活動
1 ○好きなところを見つけるという視点を持つこ
とができるo
･｢はるがきた｣を好きな場面を見つけながら読
むo
2 ○自分の好きな場面について,友だちに紹介する
ために書くことができるo
･『ふたりはともだち』のなかから自分の好きな
お話と場面を選ぶo
･友だちに紹介するために書くo
3 ○見つけた好きな場面を紹介しあい,色々な場面
に興味を持つことができるo
･好きな場面を紹介しあう○
この実践においてのポイントが3つある｡1つ
目は ｢紹介する｣ という活動に注目し,相手意識
を生じさせたことだ｡紹介を子どもたちの言葉で
考え直し,みんなが自分の伝えたいことが分かれ
ばいい,とい う意識づけをした｡2つ目は紹介し
合う時間の中で,がまくんが水着をみんなに笑わ
れた,とい う場面について,単純におもしろいと
いうものと,自分としてはがまくんの水着は似合
うと思う,という同じ場面について2つの考えが
出された一幕があったことだ｡3つ目は教師の介
入である｡紹介し合いの中で,つながりを持たせ
たいと考え ｢つなげて言える?同じ,違う,ぼく
もそう恩うな,つて｡｣という投げかけを行った｡
その後,｢Bさんと同じ場面でも理由がちがって｣
｢1つはLさんに,もう1つはMさんに似ていて｣
というような発言が多く生まれていった｡
4 考察
先行研究とも照らし合わせ,実践結果について
以下のように考察した｡
(1)子ども同士のかかわりにおいて
観察した授業1の読書会の始めでは2作品の共
通点を列挙してい くだけだったが,話し合ってい
くうち徐々に作者の思いや自分の考えを語ってい
っているのが分かる｡ 読書会での,互いの考えや
意見を絡み合わせながらディスカッションし合う
やりとりが,チビもたちの思考を促している｡
インタビュー で複数の生徒が他の人の意見も聞
いてみたい,と言っていたことから,かかわりた
いという意識が生まれたことが分かる｡読書会を
通して,交流することの楽しさやおもしろさ,有
意義さを感じとったことが要因である｡この授業
は中学生対象だが,このような姿を理想として交
流に関する指導をしていくことが小学校において
も大切である｡伝えたい,受け止めて欲しい,と
いう思いが交流を活発で有意義なものとする｡
(2)教師の出
実践1の交流活動の導入部分で,学習活動が有
意味となるよう,教師が ｢どうなればいい?｣と
いう問いかけを行なった｡何のためにするのかが,
学習者にとって明確となる発問が望ましい｡活動
の目的を教師の言葉で子どもに伝えるとい う方法
もあると思う｡しかし,活動のねらいを子どもた
ち自身の言葉で表現することで,より学習意欲が
高まり,学びが自分のものとなると考える｡そこ
で実践1ではそれを意識し,交流し合う動機づけ
を活動の始めに行った｡その働きかけにより交流
することだけに満足するのではなく,友達とのつ
ながりのなかで自分の思考を広げていくというよ
うな内面のかかわり合いを行う意識が生まれるこ
とを子どもたち自身が望んで交流活動ができた｡
同じ活動でも,子どもたちの思考をどの程度促す
ことができるのかは,教師の働きかけによって異
なってくる｡同じく参観した授業2の教師の発言
にも活動の理由｡動機づけを子どもたち自身に明
確にさせる発間がなされている｡更に,実態に応
じて発問や指示を行い,考える手がかりや表現し
たり理解したりする際の手助けを与えている｡
実践2では｢紹介する｣という意識付けを行い,
相手意識を持たせるようにした｡交流には伝えた
い,聞いてみたい,両方の思いが不可欠である｡
どちらか一方では子ども同士のかかわりは生まれ
ず,思考や理解もあまりなされない｡
さらに同授業においては,教師が介入し,子ど
も同士のかかわりをもたせられるよう促した｡自
然なかかわり合いが生じることが望ましい交流活
動だが,発達段階やクラスによってそれが無理な
場合もある｡その際には教師が子どもの前に｢出｣,
かかわりを促す介入をする必要がある｡子どもた
ち同士でうまくかかわりあっていけるように,敬
師は交流に介入していく必要がある｡
(3)授業構成について
子どもたちの学習意欲を高めたり思考を促す教
師の働きかけが非常に大事であり,授業計画を練
る時点で,学習課題を見出せるような交流活動を
効果的に取り入れていくことが大切である｡
実践上2では,交流活動の前に自分の考えを文
章化した｡そうすることで交流する武器となるそ
の時点での自分の考えを認識できるようにしてい
る｡交流においてかかわりが大事であると述べて
きたが,比べるということは重要なかかわる要素,
手段である｡他人や教材と自分を比べて考えると
いう作業をすることで,自分の考えに何らかの変
化が生じることが望ましい｡たとえ立場や考えが
変わらなかったとしても,それらが強化されたり,
より明確になったりしたならば,それは立派な変
化であり,交流の成果といえるだろう｡思考が変
化するにしても明確になるにしてもスタートライ
ンがはっきりしていないといけない｡自分の立ち
位置を子どもが認識するために,考える時間を設
けることが交流の授業には必要となる｡
実践2(ポイントの2つ目)では,同じ物語に
対する感想が二手に分かれるということが起きた
が,これこそ ｢読むこと｣領域における交流の醍
醐味であろう｡多様な読みの解釈が生まれる際の
交流を出来る限り行い,多面的な見方を身につけ
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させることで,価値ある学習が期待される｡
次に記載するのは筆者が山形市内A小学校で
の実践1終了後に子どもたちからもらった手紙の
抜粋である｡｢(授業が)終わっても図書館でかり
てもっと話の中から感じとれる幸せを見つけてみ
たいです｡他の本でも気にするところを変えて探
してみます｡｣｢授業で 『幸せってなんだ?』と最
初僕は思って 『ねてるとき』と答えてしまったん
だけど,考えると,『願い-幸せ』というのが分か
りました｡この授業をしなかったら多分僕はこん
なことを一生考えなかったと思います｡｣ここから,
授業で起こった子どもの変容が見てとれる｡交流
に関する授業は,言語活動としての交流活動がフ
ィニッシュだと思いがちである｡しかし,長い目
で見た時,その先を見据えることが重要だと思う｡
交流して終わりではなく,その後の子どもの姿も
思い描く授業づくりもなされるべきである｡
次のような手紙もあった｡｢先生に (中略)た
くさん聞かれて,自分の頭の中だけで考えるのは
簡単だけど,言葉にするのってものすごくむずか
しいなあって感じました｡｣水戸部 (2009)は,忠
考力をはぐくむ学習過程について,まとめの段階
では,分かったことと未解明のこととを明確に区
別することが大切である,と述べている｡日常生
活においては,思考する過程で1つのことが明ら
かになっても,そこからまた疑問が広がることも
多い｡｢分からなかったこと｣｢達成できなかった
こと｣が何なのかを明らかにするような思考が重
要だと述べている｡授業において 100%分かる,
という状態にはならないことが多い｡特に国語科
は決められた正解のない学習が度々ある｡紹介し
た手紙は交流の授業を通して言葉の難しさを感じ
ているものであったが,そのような難しさや分か
らなかったことが生じたという事実も,交流によ
って子どもに変化が起こったと捉え,きちんと目
を向けてその後の授業づくりに活かしていくこと
が子どもの成長にとって大事であると考える｡
5 到達点と課題
本研究で様々な角度から考察を行い,交流の意
義を明らかにした｡また,交流に重点を置いた授
業の有効性を再確認し,授業実践を行うにあたっ
て留意すべきことを明らかにすることができた｡
交流は,国語科のつけたい能力として設定され
ているが,それ以外の教科では活動として位置づ
けられている｡今後は,それらの違いを検証し,
いかにして連携させられるか研究していきたい｡
また,さらに先行研究の調査をし,それらをもと
に交流に関する授業の評価のあり方についての研
究も同時に進めたい｡教師のねらいによって交流
の授業はどう変わり得るのかを明らかにすること
が課題として残った｡教員としてこの課題に取り
組んでいく所存である｡
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